その 娘の 父 は 独力 相当の 地位と 富 を 築き あげた 実業 

家で ありました。 外見 は 豪放磊落に みえる が 実際 は 至 

つて 気の 小さな 善人だった のです。 一見 豪放の 裏側で 

は 細か い y J とに 気が つ きすぎ たり 拘泥し すぎたり して 

結局 大きい ことができな いたちの、 相当のと ころまで 

は 漕ぎつ ける が 一 流の 大立 物に はなれな いやうな 人で 

ありました。 

娘に 結婚の 話が きまり 相手の 青年 も 選ば れて みると、 

い いなずけ 

この 善良な 父親 は 娘の 許嫁 にあ まり 試験官で ありす 

ぎた 嫌 ひがあった やうです。 もともと 自分が 選定し、 

自分から まっさき 気に入った 青年であった のに、 さう 



分 を 愛しす ぎる 証拠なん だよ」 

そ y J で 彼 は 斯う 結論 を 下して 言 ふ のでした。 

「結婚した まへ。 要するに 女 は 誰でも 君に とって は 同 

じい こと だ、 君に とって 必要な の は、 君の 眼 を 瞞着し 

がちな、 いはれ のない 愛 他心 人情 を 捨てさる 機会 を摑 

むこと だよ。 つまり 結婚す る こと も、 その 一 つの 機会 

を摑 むこと に 他なら ない の だ。 さう して 君 は 君の 自恃 

心 を 強めて いかなければ ならない。 君が 最も 他人に 冷 

酷に なれたと き、 即ち 最も 自ら を 愛す ことので きたと 

き、 そのと き 結局 君 は 最も 愛 他 的に なって ゐ るの だ」 

青年 は それに 対して 逆らはなかった。 彼 はた だ 斯う 



空虚な 自卑 のまね ごと をして ゐる ことに 他な りません _ 

さて 話 はかくて 此の 物語の 中に 於て 作者が 最も 語り 

たかった ところの ものに 近づいて きた、 それ は 青年の 

心に 根 をす えた 一 見錯 倒した 姦淫の 心に 就て であり ま 

青年の 心 は 余りに 若々 しく 走りす ぎた とい ふこと が 

できます、 走りす ぎた とい ふこと は 罪 を 求めす ぎた と 

いふ ことで ありました。 さう して 罪 を 求めす ぎた と は 

贖罪 を 探し すぎたことであって、 彼の 余りに も 強い 自 

意識 は 贖罪の 強烈な 意識に よらなければ 救 ひ を 感じ 得 

ないかの 極端な 考へを 生じた ものである らしい。 



に 不思議で ありました。 青年 は 疲れき つて ゐ たのです。 

さう して、 娘 を 護って 降りて きた その 行動の 続き だけ 

が 心の中に 最も 生きて 動いて ゐた、 そのために 見掛け 

によらない 率直な 表現が できた のか もしれ ません。 そ 

の 証拠に は、 青年 は 斯う 言 ひながら、 その実 は 疲れき 

つてし ま つ てゐ て、 言 ひ は 言 ひ 切った ものの 暫くのう 

ち は 流れる 水 を 凝視した まま、 その 行動に とりかかる 

と い ふ 張り も 浮ん で y J なければ 力 も 浮かび でて こな か 

つたので した。 

暫くして 漸く 青年が 娘の 方 を 振 向いた とき、 娘は訴 

へる やうに 青年の 眼 をぬ すみみ ました。 それ は 悲しげ 



して 甚だ 大股に 奔流 を 渉り 終って しま ひました。 

この 冒険の 蹉跌に よって、 併し 娘への 情慾 は 青年の 

心の中に 確定し ました。 彼 は 娘の 肉体 を 描かずに 情慾 

を 行 ふこと がで き なくなった のです。 それ ゆ ゑ 青年 は 

情念の わきたつ 度に この 結婚 を 期待す る 気持 を 持つ や 

うにな リ ました。 併し 青年の 心に は 尚 世の中の 見知ら 

ぬと ころに 必ず 清純な 恋 も ありうる， ，- と を、 どうして 

も 否定す る ことができなかった の は、 これ も 詮方ない 

事実で ありました。 けれども そのころ 青年 は、 娘の 肉 

体 を 思 ひだす とき、 清純な 恋の 存在に 気お くれ を 感じ 

る こと も少 く、 また その 恋の 必要 も 感じない ほど 激し 
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